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海外で仕事をしていると、現地の名前をもらう

ことがある。「日本人の名前が呼びにくい」とい

う事情もあるだろうが、それでも現地に受け入れ

てもらえたような気がして、うれしいものであ

る。前号で詳しく紹介した通り、筆者が業務して

いるウガンダ北部アチョリ地域で話されているア

チョリ語の名前には、それぞれに意味があるとい

うことで、自分のアチョリ名をもらうときはとて

も楽しみであった。 

周りの日本の女性陣は、ラケ Laker「姫」、ラ

キサ Lakisa「優しい」、ラマロ Lamaro「愛」、ア

ベェAber「美しい」など、皆いい名前をもらって

いた。そのまま日本の名前にも当てはめられそう

である。アティム Atim「遠いところで生まれた

女の子」という名前も、日本という遠い国から来

た女性に名付けるには良い名前だと思う。他方、

男性陣への名付けはどうも適当で、発音が似てい

る理由で、オオノさんはオノノ Onono「何も持っ

ていない男」、ユウキさんはオユギ Oyugi「ゴ

ミ」など、本当にそれは名前なのかと疑ってしま

うほどひどい意味の名前を授かっていた。もちろ

ん、本人たちもその名前を嫌がり、後日それぞれ

別の良い名前をもらうことができた。ある青年は

オヨーOyoo「道端で生まれた子」と名付けられ

た。オヨーOyoo には少し発音は異なるが、もう

一つ「ネズミ」という意味があるらしく、いつも

あわただしく走っている彼を見て、農家さんがそ

の名前をくれたらしい。「せっかちな自分にはピ

ッタリです」と、彼は存外それを気に入ったらし

く、オヨーOyooの名前を受け入れた。 

さて、かく言う筆者のアチョリ名はムワカ

Mwakaという。「年」という意味で、年末年始に

生まれた子に付ける名前らしい。しかし、どちら

かというともう一つの「遅産の子」という意味で

付けられることが多いようで、現地で「私のアチ

ョリ名はムワカ Mwaka です」と名乗ると、「お

前はその名前の意味を分かっているか？」「ずい

ぶんとママが好きだったんだな！」と、まずは笑

われる。しかし年末年始の生まれでも、遅産でも

ない筆者がこの名前を使っているのには、ちゃん

と理由がある。 

アチョリで仕事をして 1 年が経った頃、筆者が

ひとりで圃場を見回っているとき、農家グループ

のメンバーの一人に出会って案内をしてくれた。

その方は妊婦さんで、その後、生まれた自分の子

供に「サワダ」と私の名前を付けてくれたのであ

る。自分の名前を付けてくれたと言うことが、な

んだか自分を認めてもらえたような気がして、嬉

しかった。その子の名前がムワカ・サワダMwaka 

Sawada であった。そして、その子のアチョリ名

を、今度は筆者がもらうことにしたのである。こ

の話をすると誰も笑うことなく、親しみを込めて

筆者のことをムワカ Mwakaと呼んでくれる。 

今では「サワダ」の名を持つ子供がアチョリ地

域に 4 人になった。そのままムワカ・サワダ

Mwaka Sawada と名付けられた子供もいる。とき

おり筆者が日本から

子供の古着を持って

いくとずいぶんと喜

んでもらえる。自分

の息子が来ていた服

を、同じ名前を持つ

アチョリの子が来て

いる姿はなかなかう

れしい光景である。 

（2022 年 7 月 澤田） 
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筆者が日本から持参した 

甚平を着るサワダ君 


